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第 5 部：プリンスエドワード編 

第 33 話：別れのとき 

 ヴァジーは、父のカラダになって前向きに楽しんでいます…レオンも最近は、母のカラダ

で女性らしく振舞えるようになっているし、楽しんでいるように見えます。そしてアリエル

も元々男の子のカラダに乗り移って女の子として生活しています…他の人のカラダで生活

するのってどんな感じなんでしょう… 

イーシャ：（あたしも男の人になってみたいな…そうしたらあたしもアリエルみたいに…） 

 

 レオンは、あたしのカラダに乗り移って、彼氏としてアリエルと接しているようです。

女同士なので肉体的な関係はないはずですが、アリエルとレオンの告白を聞いてから、あ

たしの意識があるときでも、アリエルを見ると、ドキドキしてしまいます… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 2 / 13 

 

 そして冬になり、あたしたちに転機が訪れたのです。冬休みに入ると、同時にあたした

ちは、最後のアイテムを求めて、プリンスエドワード島へ…あたしたちも元の家族に戻る

はず…でもアリエルにとっては、レオンとのお別れになってしまいます… 

 

レオン in イーシャ：「アリエル…お別れのときだ…」 

アリエル：「うん…今までありがとう…レオン…あたしと同じ境遇のあなただから、こう

して本当のあたしでいられた…」 

 

レオン in イーシャ：「ああ…心が女だったとしても、男のココは勝手に反応してしまうん

だ…」 

 レオンは、イーシャのカラダで、アリエルの股間のモノに触れ、握っている…アリエル

は、恥ずかしそうに身を任せている。 

アリエル：「…いつも唯一残る男のコレに感情を支配されないように頑張ってきた…」 
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レオン in イーシャ：「これまでは、そんなお前を不憫に思って、俺がそのカラダに乗り移

って処理してきたが…」 

アリエル：「ええ…これからは、あたしが 1 人で何とかしなきゃ…」 

 アリエルは、自ら股間の肉棒に手を伸ばし、処理し始めた。 

 

レオン in イーシャ：「そうだ…そのカラダは、もうお前のモノだ！アリエル…」 

アリエル：「あたしの…カラダ…ん…あっ…💕」 

アリエルは、恥ずかしそうにしていたが、やがてカラダから湧き上がる男の衝動に身を

任せて…そして果てた…レオンは、アリエルから発射されたそれを献身的にティッシュで

ふき取った。 
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レオン in イーシャ：「どうだ、すっきりしただろう。大丈夫だ。イーシャもお前を受け入

れてくれるだろう…」 

アリエル：「…イーシャがあたしを…」 

 アリエルが切なさそうにレオンを見つめる。 

レオン in イーシャ：「そうだ。イーシャもお前に惹かれている。」 
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第 34 話：出発前夜 

 あたしたちは、出発前の前夜を迎えていました。 

イーシャ：「いよいよ明日、カナダへ出発だね。野生の動物を見つけるのは難しそうだけ

ど…」 

 

レオン in オリビア：「白狐を捕獲したという人とコンタクトを取ることができた。毛をもら

えるかは条件次第で現地で交渉することになっている。」 

ヴァジーin エドガー：「やっと自分のカラダに戻ることができるのね！」 

 ヴァジーは、嬉しそうですが、レオンは、少し寂しそうです。 
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 あたしは、ヴァジーが席を外したタイミングでレオンに聞きました。 

イーシャ：「…アリエルのことが心配なの？」 

レオン in オリビア：「イーシャ、お前は、アリエルのことをどう思っているんだ？」 

 突然の質問にあたしは、不意を突かれました。 

 

イーシャ：「…親友だと思っているよ！付き合うとか、そういう風に考えたことはないけ

ど…アリエルのカラダが元々男の子だっていう話を聞いてからは、レオンがアリエルに乗

り移っているからか…なんかドキドキする…」 

レオン in オリビア：「まあ、今答えを出さなくてもいいさ。」 
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 レオンは、母の顔であたしの心を見透かすように言いました。その表情は、レオンが乗

り移っていない母から見たことがなかったですが、母が言っているようにあたしは、感じ

ました。そこへヴァジーが戻ってきました。 

ヴァジーin エドガー：「あら？2 人で何を話しているの？」 

 

 父は、あたしのピンクのキャミソールを身に纏っています。2 人が元のカラダに戻る

と、父も戻ってくるはずです。ただ、あたしや母と違い、ずっとヴァジーが乗り移ってい

るので、戻った後も影響が心配です。流石にあたしや母の服を好んで着たりすることはな

いと信じたいのですが… 
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 ヴァジーは、レオンの手を取ると、一緒に寝室に向かいました。2 人の性格は、出会っ

た頃のままですが、行動や仕草は、カラダに影響されているようにも見えます…もしかし

たらあたしも…？そんなことを考えていると、いつの間にか眠りに就いていました。 

 

 翌朝、あたしたちは、飛行機でトロントを経由してプリンスエドワード島へ到着しまし

た。この時期は、氷点下になることもあるというだけあってかなり寒いです。その日は、

ホテルで一泊して、翌日、白狐をつかまえたという人の元へ移動しました。 

男：「君たちか。白狐の毛を欲しいというのは。」 

レオン in オリビア：「そうだ。」 

男：「何に使うつもりなんだ？こんなものを。目的によっては、渡せないな。」 
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第 35 話：報酬の代価 

レオン in オリビア：「報酬なら、俺がこの 3 箇月で稼いだ分の半分を出そう。」 

ヴァジーin エドガー：「安心して。詳しくは言えないけど…動物愛護に反することや人に迷

惑を掛けるようなことには使わないから！！」 

 レオンとヴァジーの説明に、その男の人は、表情一つ変えずに聞いていました。 

男：「…悪い奴らではなさそうだが…お前ら…何だか違和感があるな…」 
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レオン in オリビア：「相場より高い報酬を払うんだ。それ以上の詮索はなしだ。」 

男：「以前、お前たちと同じように、これを求めに来た者がいてな…その者たちもお前た

ちのような違和感があった。そのときは、そういう性格なんだと思っていた。」 

 その男の人は、思ってもいなかったことを話しました。 

イーシャ：「！それってもしかして…男の人のような性格の女性と…」 

 

 あたしは、思わず 2 人の会話に割って入ると、ヴァジーもあたしに続きました。 

ヴァジーin エドガー：「…もしかして…女性のような性格の男…？」 

男：「言われてみれば…まるで 2 人のカラダが入れ替わっているような雰囲気だった。」 

 あたしたちは、確信しました。その人たちも心とカラダが違うんだと。 
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レオン in オリビア：「聞き捨てならないあ。そいつらは何者なんだ？」 

男：「さあ。それを聞くってことは、お前たちはカラダが入れ替わっているってのか？」 

ヴァジーin エドガー：「…当たらずも遠からずってことかしら…」 

 ヴァジーは、その場を収めようと言葉を濁しました。 

 

イーシャ：「言っちゃって良かったの？」 

ヴァジーin エドガー：「ええ…構わないわ…うすうす気づかれているみたいだし…」 

ミストー：「なるほど…面白そうだ。俺は、ミストーだ。それなら頼みがあるんだ。」 

 先ほどまで終始無表情だった、ミストーと名乗る男の人が初めてニヤリと笑いました。 

 

レオン in オリビア：「何だ？できるかどうかわからないが言ってみろ。」 

ミストー：「ある男と入れ替わって、ある者を手に入れて来て欲しいんだ。」 

ヴァジーin エドガー：「誰のカラダでも乗り移れる訳じゃないの。あいにくだけど…」 

 ヴァジーがそう言うのを遮って、あたしは思わず声を挙げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イーシャ：「あの…その男の人っていうのは…格好いいですか？」 

ミストー：「ああ…若くて女には人気があるタイプだ。顔も悪くない。」 

あたしは、その話を聞いて、言わずにはいられませんでした。 

イーシャ：「あたしができるか試してみていいですか？」 
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第 36 話：チャレンジ！ 

 あたしたちは、ミストーからターゲットの写真と情報を受け取りました。持ってきて欲

しいモノとは、人気アーティストのパーティチケットのようです。その男の人がプロデュ

ーサーなので、簡単に入手できるだろうということでした。任務は、難しくなさそうです

し、外見もあたしの好みです。幸いにも目的達成のためには、白狐の毛は必要ありませ

ん。今ある黒薔薇と黄金の砂があれば…そして、あたしたちは、ホテルに戻ってきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レオン in オリビア：「良かったのか？見ず知らずの男と自分のカラダを交換するなんて。」 

ヴァジーin エドガー：「カラダを交換しなくても、イーシャがその男に乗り移るだけでいい

んじゃない？」 

イーシャ：「ええ…できるかどうかはわからないけど、上手く行けば、お金を払わなくて

も目的を達成できるかと思って…」 

 

 ヴァジーは、あたしの心を見透かしたような笑みを浮かべていました。 

ヴァジーin エドガー：「そういうことにしとこうか。イーシャ、上手く乗り移れたら、せっ

かくだから、楽しんでみるんだよ💕」 

イーシャ：「あたしはそんな…！」 

 あたしは、ヴァジーの言葉を否定しつつもその男の人の何度も写真を見つめました。 
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 翌日、あたしたちは、早速、ターゲットの男の人のいる事務所に行きました。まずは、

その人の体内に黄金の砂を取り入れさせて、あたしの魂を取り入れることができるように

して…黒薔薇をあたしが食べて、あたしが幽体離脱をして、その人のカラダに乗り移れば

いい…あたしたちは、その男の人が事務所から出てくるのを外で待っていました。する

と、昼過ぎに出て来て、レストランに入って行ったのです。あたしたちも後をつけて、そ

のレストランに入りました。 

 

レオン in オリビア：「よし！俺たちが隙を見てあいつのグラスに黄金の砂を入れるから…」 

ヴァジーin エドガー：「イーシャは、男がそれを飲んだタイミングで黒薔薇を食べてね💕」 

イーシャ：「わかった！」 

 あたしたちは、チャンスを待ちました。そして、男が席を立ったタイミングで、レオン

がグラスに入っている液体に黄金の砂を振りまいたのです。ほどなく男の人が戻ってき

て、しばらくしてグラスのものを口に含みました。ほどなくして男の人の表情が虚ろにな

りなした。それを見たあたしも砕いてあった黒薔薇を口に含みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 幽体となったあたしのカラダが男の人のカラダに重なっていきます… 

イーシャ：（上手くいくかしら…） 


